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覚えておこう！ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置場所
　AED（自動体外式除細動器）とは、心臓がけいれんし血液を流すポンプ機能を失った状態（心室細動）になった心臓に対して、電気ショック
を与え、正常なリズムに戻すための医療機器です。2004年7月より医療従事者ではない一般市民でも使用できるようになりました。本学
では、学内の22ヶ所に設置しています。いざという時にどこのＡＥＤが一番近いか判断できるように設置場所をしっかり覚えておきましょう。

設 置 場 所

使用方法等

東棟  1階西エレベーター前
東棟  2階東エレベーター前
西棟  １階防災センター前壁面
西棟  ３階３１２教室前壁面
４棟  1階男子トイレ側壁面
６棟  1階エレベーター前
天野貞祐記念館  1階正面入口付近
天野貞祐記念館  3階エレベーター前
中央棟  1階守衛所前
中央棟  3階エレベーター前
35周年記念館  2階学生食堂通路
35周年記念館  アリーナ事務室受付
35周年記念館  トレーニングルーム内

学生センター1階エレベーターホール横
学生センター２階トレーニングルーム内
学生センター４階エレベーターホール横
学生センター別館エントランスホール奥壁面
グラウンド管理施設内
東門守衛所内
越谷グラウンドクラブハウス管理室内
敬和館受付
どく太くんバス内 

セット内容
1． マウスピース（キューマスク）2個
　 人工呼吸用携帯マスク
2． ハサミ　
3． タオル　
4． ビニール手袋 2セット　
5． 汚物用ビニール袋 2枚　
6． マジックペン　
7． アルミシート（防寒用）

【マジックペン】
措置開始時刻などを書き
残すために使用する。

AEDセットは、状況に応じて使用してください。

http://www.nihonkohden.co.jp/aed/

設 置 形 態

ＡＥＤセット

ＡＥＤセットは、ここ
に入っていますの
で、一緒に持って
行ってください。

ＡＥＤセットは、
ケース前 面の
ポケットに入っ
ています。

【タオル】
皮膚にある汗等の水分を
拭き取るために使用する。

【ハサミ】
電極パッドを貼る
前に、衣服を切る
ために使用する。

【ビニール手袋】
嘔吐物などを取り扱う時は、
ビニール手袋を着けてから
処理する。

【キューマスク】
人工呼吸時に使用する。

【アルミシート】
措置後、体温低下から
体を保護するため、ゴー
ルド面を外側にして体を
包むために使用する。

【汚物用ビニール袋】
嘔吐物や汚れた衣服などを入れたり、
使用したタオルを入れる。

【AEDセット】

救命講習会（ＡＥＤを用いた応急手当）を学内・学外で受講をされていない方は、下記の
メーカーホームページで、使用方法が紹介されています。ご確認ください。

図書館でできることVol. 85
新学期を迎え、「獨協大学図書館でできること」を紹介します。

図書館のゲート。駅の改札と同じように、
学生証をかざして入ろう。

卒業アルバム個人撮影のお知らせ
（2020年3月・9月卒業予定者対象）

期　間：4月1日(月)～5日（金）
時　間：4月1日　　　13：00～17：00

4月1日以外　10：00～17：00
対　象：主に４年生（2020年3月・9月卒業予定者対象）
場　所：学生センター1階フリースペース　105・106
備　考：
•学生証をお持ちでない方は撮影できませんので、ご注意くだ

さい。
•撮影は無料です。
•12月に個人撮影を行った方は不要です。
•卒業アルバムは卒業式当日に配布します。

問い合わせ ： 学友会本部
卒業アルバム編集委員会（学生センター3階）

    sotsuaru@dokkyo.com　☎ 048-946-1943

　保健センターは、皆さんの「心と体の健康」を応援する身近な相談窓口です。医師･看護スタッフ・精神衛生相談員
（臨床心理士等）が相談に応じています。相談日等は、保健センターＨＰや大学ニュース等で、必ず確認してください。

武内 節子
（たけうち せつこ）
バランスダイエット
サポート栄養士

春木 宏介
（はるき こうすけ）

内科／月2回

井上 晃男
（いのうえ てるお）

内科／月1回

福山 千代子
（ふくやま ちよこ）

婦人科／月2回

伊藤 晋二
（いとう しんじ）

精神科／毎週火・水
保健センター所長・産業医

保健センター
学校医等の紹介

中野 隆史
（なかの たかし）

精神神経科／月2回

伊藤 邦彦
（いとう くにひこ）

内科／月2回

●本・雑誌・CDが借りられる　96万点の蔵書から、PCで蔵書
検索（OPAC）を使って資料を探します。

●資料探しの相談ができる　レポートやプレゼンの資料探しで
困ったら、レファレンスカウンターで相談できます。

●PC・プリンタが使える　レポート作成、プレゼン資料印刷など
ができます。図書館2階の「館内PCロッカー」や「PC貸出・
サポートデスク」でノートPCが借りられます。

●じっくり資料を読み込みたい ⇔ PCでまとめたい　PCを使
えるゾーンは中庭側です。反対側はPCを使わず、静かにじっくり
取り組めるゾーンです。

●個室で一人集中する ⇔ グループで取り組む　1人で集中した
いときは研究個室が使えます（１階メインカウンターで手続き）。
グループワークにはグループ利用席（予約不要）や共同学習室

（３Fカウンターで要予約）が最適です。貸出PCやホワイトボード
が使えます。

●新聞が読める　１階の新聞コーナーで国内外の主要紙が読
めます。

●DVDや海外放送が視聴できる　３階AVコーナーで外国語
映画のDVDや、BBC・CNN等の衛星放送が見れます。

4月開催のオリエンテーションから２つご紹介
≪図書館スタンプラリー≫　図書館を探検してみませんか。クイズ
に答えると賞品が貰えますよ！
≪上映会≫　レポート作成の入門DVDを上映します。

＊「図書館学生サポーター」を募集します。関心のある方は図書館ホーム
ページで詳細をご覧ください。

　文部科学省「官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学JAPAN
日本代表プログラム～」（以下、「トビタテ！」）第10期派遣留学生に、
黒田啓仁さん（英3年）と、島村りちなさん（国関法3年）が採用
され、本学からの同プログラム派遣留学生は累計9名となった。
　ジャーナリズムに関心を持つ黒田さんは自分の視野を広げる
ため、本学の協定校カリフォルニア大学デービス校に留学後、南
アフリカの出版社においてインターンシップを行う。「多様な活動
を支援してくれるプログラムなので、ぜひ多くの獨大生に『トビ
タテ！』を知ってもらいたい」と語った。島村さんは、様々な価値観
を受容できる日本社会の実現をテーマとして応募した。8月から
カナダ・バンクーバーの教育機関で「偏見を植え付けないための
幼児教育プログラム」を受講するとともに、現地プレスクールでの
ボランティア活動に取り組む予定。
　「トビタテ！」は、大学の留学制度にとどまらず自分で設計した
プランを申請できる制度で、採用者には留学準備金・授業料の
ほか、月6～16万円の奨学金が給付される。

「トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム」
第10期に2名合格

　2月23日、獨協大学英語教育研究会（DUETA）は天野貞祐記念館
A-207教室において第23回講演会を開催した。演題は「さまざま
な英語教育調査から見た話すこと・書くことの指導と評価」。講師
の根岸雅史氏（東京外国語大学大学院教授）は、大規模調査の結果
に触れながら、どのような指導が学習者のスピーキング力、ライ
ティング力を伸ばすのか、また評価にはどのような視点が必要か
について講演した。参加者にとって、英語の表現力を伸ばす指導に
ついて改めて考える機会となった。講演会には中高の教員、本学
在学生・卒業生を含め、学内外から約100名が参加した。

■獨協大学英語教育研究会について
獨協大学英語教育研究会（Dokkyo University English Teaching 
Association: DUETA）は、英語教育に携わっている本学の卒業生、
または将来携わりたいと考えている本学の学生を始め、広く一般に
英語教育に携わっている人、あるいは英語教育に関心のある人を対象
とし、互いに交流を深めることを目的として活動している。

獨協大学英語教育研究会（DUETA）
第23回講演会を開催

　3月19日、国際交流センターが天野貞祐記念館1階から同館
2階中央部分のMM工房跡地に移転し、さらなる国際化推進に
向けて再スタートを切った。これに併せ、外国人学生・外国人留学
生対象の日本語科目を担当している日本語教育準備室も6棟1階
から国際交流センター隣に移転し、名称を「日本語教育オフィス」
に改めた。
　これまで、日本人学生から「なかなか留学生と交流する機会がない」
等の声が寄せられていた。このため、天野記念館3階・4階にある
多言語・多文化コミュニケーションスペースICZ（International 
Communication Zone）に留学生関連セクションを近接させ、天野
記念館中央ゾーンを国や学部、学年を越えた国際交流拠点として
位置づけ、発展させることとなった。今後、国際交流センターと
ICZによる合同イベント等も企画する予定。

国際交流センターが天野貞祐記念館２階に
リニューアル・オープン

ひ ろ と

黒田さん 島村さん

入口は２ヵ所。新しいオフィスでお待ちしています
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